
草 加 市 立 中 央 図 書 館

令和４年度中央図書館事業計画

議１９－３



　中央図書館は、本市における知の拠点として、市民の生涯に渡る自主的な学習活動を支え促進するとともに、事業計
画に掲げる６つの事業を柱として個々の取組を利用者の安全に配慮して推進します。また、学校や関係諸機関、読書に
携わる市民ボランティアと連携して、発達段階等に応じた子どもと本が出会う機会を創出するとともに、「草加市子ど
も読書活動推進計画」や誰もが使いやすい読書環境の整備を積極的に推進します。
　中央図書館が提供するサービスを積極的に情報発信することにより、市民が読書に親しむ機会を増やします。
　市民ニーズや社会環境の変化に合わせた図書館サービスの検証や見直し等、新たな図書館サービスの在り方について
の検討を進めます。

令和３年度の成果と課題
○成　果
　・　コロナ禍においても、感染防止対策を講じながら図書館サービスやイベントを実施し、市民の読書活動を支援
　　しました。
　・　対面朗読協力者養成講習会を実施し、対面朗読協力者を増やしました。
　・　児童サービスでは、「お楽しみ袋」等の子どもと本が出会う機会を創出し、児童書の貸出数を増やしました。
　・　子どもと保護者を対象としたアンケート調査を実施し、草加市子ども読書活動推進計画の成果指標の中間確認
　　を行うとともに、調査結果の概要をまとめました。
　・　デジタルサイネージ（広告付電子案内板）を設置し、中央図書館等のイベント情報を効果的に発信するととも
　　に、市内の民間企業等を中心とした広告主の広告を掲載し、歳入の増加を図ることができました。
　

●課　題
　・　「草加市子ども読書活動推進計画」の推進に当たっては、学校や関係諸機関、読書に携わる市民ボランティア
　　と連携し、発達段階等に応じた取組により、子どもと本が出会う機会を創出すること。
　・　市民ニーズや社会環境の変化に合わせた図書館サービスの見直しが課題となっていることから、本市における
　　新たな図書館の在り方についての検討を進め、図書館サービスに反映すること。
　・　効果的な情報発信を行い、図書館サービスの利用者を増やすこと。

中央図書館運営方針
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令和４年度　中央図書館事業計画

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

公立図書館の役割を果たし、子ども読書活動を推進するため、児童書に重点を置い
た魅力ある蔵書の整備を行います。

通年

ブックリストの配置やテーマに沿った本の紹介など読書活動に関する啓発・広報を
推進し、学校・家庭・地域において、市民が読書に親しむ環境の充実を支援しま
す。

通年

公民館図書室や小学校を活用した地域開放型図書室等を結ぶ図書館ネットワークや
電子図書館等、図書館サービスの利用方法を周知し、図書館資料を効果的・効率的
に提供します。

通年

草加市立図書館協議会を開催し、図書館奉仕に係る意見の聴取や、本市における新
たな図書館の在り方についての検討を進め、図書館サービスに反映します。

年3回 ○ ○ ○

令和６年度の図書館電算システム更新に向け、図書館の在り方（中期的な図書館の
ビジョン）に整合した企画立案を行います。

通年

奥の細道やドナルド・キーン等、草加市に関連する郷土の資料並びに人権及び平和
に関する資料の充実を図ります。

通年

７月に開催する「奥の細道サミットin草加」に合わせた奥の細道関連資料と平和や
人権に関する展示に合わせた関連資料に基づき、事業担当課と連携して情報を発信
します。

年3回 ○ ○ ○

市民の生活課題や身近な調べ物の相談窓口となるレファレンスサービスの利用を促
進します。

通年

レファレンス事例の公開やオンラインデータベース、Ｗｉ－Ｆｉを導入した持込み
端末利用席等の活用方法の周知により、利用者自身による課題解決を支援します。

通年

期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）

2 郷土資料等の充実

3 レファレンスの充実

1
図書・その他の資料の充実
及び効果的・効率的な提供

№ 事　業　名 取　組　の　概　要
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令和４年度　中央図書館事業計画

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 取　組　の　概　要

ユニバーサルデザインに配慮した電子書籍の充実を図り、草加市電子図書館の利用
を促進します。

通年

点字資料、大活字本、ＬＬブック、布絵本等やコミュニケーションボード、拡大読
書器等を提供します。

通年

図書館協力者や市民ボランティアと連携し、対面朗読（原則毎週金曜日）及び録音
図書（ＤＡＩＳＹ）の作成・提供（随時）を行います。

通年

バリアフリーサービスについて周知を図り、読書に困難を抱えている人の図書館利
用を促進します。

通年

ギャラリー展示により、図書館や市からの情報発信や、市民団体等の生涯学習の発
表の場の提供を行い、市民文化の増進を図ります。

通年

大人を対象に本を見ずに物語を語るおはなし会をに開催し、聞き手の想像力を育む
機会を提供するとともに、本や図書館へ親しむ機会を提供します。

年1回 ○

子ども映画会（★）、大人映画会（◎）及び木曜シアター（○）を開催し、図書館
の利用を促進するとともに幅広い年代の読書活動を推進します。また、障がいの有
無に関わらず映画を楽しむことができるよう、日本語字幕等が付いた作品を上映す
るバリアフリー映画会（●）を12月に開催します。

年11回 ○ ◎ ◎ ★ ◎ ○ ◎ ● ◎ ○ ◎

日本の古典芸能である寄席を開催し、鑑賞者の豊かな感受性と表現力及び想像力の
向上を図るとともに、本や図書館に親しむ機会を提供します。

年1回 ○

デジタルサイネージ（広告付電子案内板）を活用し、中央図書館等からのお知らせ
を効果的に発信します。

通年

4

誰
も
が
使
い
や
す
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

４－①
読書に困難を抱えてい
る方の読書環境の整備
の推進

４－②
読書に親しむ環境の整備
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令和４年度　中央図書館事業計画

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 取　組　の　概　要

草加市子ども読書活動推進計画の推進に当たっては、学校や関係諸機関、読書に携
わる市民ボランティアと連携し、子どもと本が出会う機会を創出します。

通年

草加市立図書館協議会（◎）、草加市子ども読書活動推進計画庁内推進会議及び同
ワーキンググループ（○）を開催し、草加市子ども読書活動推進計画の進捗管理を
行います。

年6回 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

子どもと保護者を対象とした草加市子ども読書活動推進計画アンケート調査の結果
を踏まえ、次期計画策定のための資料を作成し、読書活動等の実態の分析・把握を
行います。

通年

「こどもの読書週間」や「読書週間」に合わせ、子どもの読書活動を啓発するため
の取組として、紙芝居（○）や講演会、ギャラリー展示（　 ）を実施します。

年2回 ○

赤ちゃん向けの絵本を紹介したブックリストや読み聞かせMAPを掲載した「赤ちゃん
にも絵本を！」を「こんにちは赤ちゃん訪問」での配布や子ども関連施設等への配
置により、乳幼児がいる家庭への子育てや読み聞かせを支援します。

通年

０・１歳児とその親を対象に「家庭向け読み聞かせ講習会」を開催し、赤ちゃんに
絵本を手渡し親子で読書の楽しさを体験していただくとともに図書館の利用に繋げ
ます。

年2回 ○ ○

乳幼児や小学生向けの「読み聞かせ」を開催し、子どもと本が出会う機会を提供し
ます。また、「読み聞かせカード」を活用し、子どもの読書習慣を育みます。

通年

４歳以上の児童を対象に、本を見ずに物語を語る「おはなし会」を開催し、子ども
と本が出会う機会を提供するとともに子どもの想像力を育みます。

年5回 ○ ○ ○ ○ ○

幼児・児童向けの「工作会」を開催し、楽しいひと時を提供するとともに図書館の
利用に繋げます。

年5回 ○ ○ ○ ○ ○

親子寄席を開催し、日本の古典芸能である落語を体験・鑑賞することで、豊かな感
受性と表現力及び想像力を育む機会を提供するとともに図書館の利用に繋げます。

年1回 ○

「こどもの読書週間」や「読書週間」に合わせ、図書館おすすめの児童書を詰めた
「お楽しみ袋」等のイベントを行い、子どもが本と出会う機会を提供するとともに
子どもの読書意欲を高めます。

年2回 ○ ○

5

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

５－①
計画の積極的な推進

５－②
児童サービスの推進
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令和４年度　中央図書館事業計画

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
期間
回数

事　　業　　計　　画　　（月）
№ 事　業　名 取　組　の　概　要

保護者や幼児・児童向けの情報誌「じどうしつだより」を毎月１回発行し、子ども
関連施設等への配置により図書館の利用を促進するとともに家庭での読書活動を支
援します。

月12回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

読み聞かせやブックトーク、著作権に関する講習会を開催し、市民ボランティアの
技術や知識の向上を支援するとともに職員のスキルアップを図り、子ども読書活動
を推進します。

年3回 ○ ○ ○

市内２１小学校を巡回して本を貸出す中央図書館サービスコーナーや、学校からの
依頼による調べ学習等の資料提供を通じ小学校の読書活動を支援します。

通年

小学生の図書館見学や中学生の社会体験事業に協力し、図書館に対する理解を深め
てもらうとともに学校からの依頼によるブックトークを行い、子どもと本が出会う
機会を創出します。

通年

小中学校と連携した「ビブリオバトル・草加の陣」の開催、及び紹介された本の展
示や貸出しにより、子ども読書活動を推進します。

年1回 ○

ヤングアダルト（ＹＡ・中高生）におすすめしたい本の情報誌「Ya-Room.com」を年
4回発行し、館内配布や市内中学校・高校に向けた情報発信により中高生の本との出
会いや図書館利用の機会を提供します。

年4回 ○ ○ ○ ○

スマートフォンやパソコンから利用可能な草加市電子図書館にヤングアダルト（Ｙ
Ａ・中高生）におすすめの文学作品を充実させ、子ども読書活動を推進します。

通年

施設・設備の維持管理・修繕を適切に行い、かつ、地球環境に配慮した適切な室温
管理や換気を徹底することで、快適な利用環境を提供します。

通年

新型コロナウイルス感染防止対策を徹底し、図書館サービスを実施するとともに、
安全・安心な利用環境を提供します。

通年

図書館要覧を作成し、令和３年度の図書館の運営状況について報告します。 年1回 ○

庁内関係課と連携し、多目的ホールの有効活用を図ります。 通年

6 快適な利用環境の整備・維持
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５－②
児童サービスの推進

５－③
学校支援

５－④
ヤングアダルトの読書
推進

5


